	基本操作－５１
	炭酸ガス及びハロン消火器の取扱い
	作    成
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	ポイント

	
	 消火後、現場が汚損されないため、コンピューター、計装機器、精密機械等の消火に適している。

 炭酸ガス、ハロンを放出することにより酸欠状態になる恐れのある場所で使用する場合は空気呼吸器を着用すること。

(1)風上より火点に向かう

(4)放射時間は約１３～１５秒
(4)凍傷になる危険があるので、ホーンを素手で持たない。

(5)再着火する可能性もあり、消火後も火点に背を向けないこと。
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レバーを握り、火元を掃く�ように放射する
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